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本
日
、
第
六
十
七
回
通
常
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
代
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
出
席
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
通
常
総
代
会
に
は
、
日
頃
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
東
北
農
政
局
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
の
藤
田
次
長

様
、
盛
岡
広
域
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
の
伊
藤
室
長
様
、

矢
巾
町
の
高
橋
町
長
様
に
は
公
務
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
ご
臨
席

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
春
先
は
雪
が
少
な
く
心
配
し
ま
し

た
が
、
春
以
降
は
こ
こ
数
年
と
比
べ
降
水
量
も
多
く
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
無
事
に
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
八
月
三
十
日
に
は
気
象
庁
が
統
計
を
取
り
始
め
て

以
来
、
初
め
て
本
県
沿
岸
に
台
風
十
号
が
上
陸
し
、
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
る
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
た
ほ
か
、
農
業
施
設
等
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
が

成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
の
審
議
内
容
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。
第
一
点
目
は

国
営
事
業
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
実
施
の
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業
が

国
の
事
業
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
国
営

施
設
応
急
対
策
事
業
へ
移
行
し
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
国
営
事
業
着
工
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ

な
わ
れ
平
成
三
十
年
度
の
事
業
採
択
を
目
指
し
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
県
営
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
か
ん
ぱ
い
事
業
の
鹿

妻
新
堰
地
区
は
工
事
が
概
ね
完
了
し
、
仕
上
げ
等
を
残
す
の
み

で
、
太
田
堰
地
区
は
計
画
ど
お
り
完
了
す
る
よ
う
関
係
機
関
に

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
徳
田
南
地
区
の
北
郡
山
堰
は
、

県
営
農
村
災
害
対
策
事
業
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
平

成
三
十
年
度
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
営
基
幹

水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
煙
山
第
三
地
区
・
太

田
第
一
地
区
の
排
水
路
整
備
は
共
に
平
成
三
十
年
度
完
了
す
る

予
定
で
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
各
事
業
地
区

に
関
係
す
る
総
代
の
皆
様
の
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

次
に
、
水
源
涵
養
林
に
関
係
す
る
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
県

か
ら
森
林
づ
く
り
促
進
事
業
補
助
金
を
受
け
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
植
樹
体
験
学
習
会
な
ど
を
実
施
し
、
水
源
涵
養
林
と
農

業
用
水
と
の
関
わ
り
を
伝
え
る
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
水
源
涵
養
林
の
整
備
並
び
に
啓
発
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
永
井
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
盛
岡
市
市
勢
功
労
者

の
受
賞
、
太
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
岩
手
県
ア
ド
プ
ト
活
動
モ
デ

ル
賞
の
受
賞
、
毎
年
約
二
千
人
の
小
学
生
が
頭
首
工
の
見
学
に

来
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
土
地
改
良
区
は
農
家
の
み
な
ら
ず
地
域

の
方
の
ご
理
解
の
も
と
成
り
立
っ
て
い
る
事
を
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
住
民
か
ら
も
期
待
さ
れ
る
土
地

改
良
区
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
身
近
で
親
し
み
や

す
い
土
地
改
良
区
を
作
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
、
大
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
本
日
の
案
件
に
つ
き
ま

し
て
、
何
と
ぞ
厳
正
な
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
原
案
に
ご
賛
同

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

る
よ
う
国
、
県
へ
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
点
目
は
県
及
び
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
計
画
書
の
変

更
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
営
事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
国
営
事
業
計
画
と
県
及
び

土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
計
画
書
と
の
整
合
が
必
要
で
あ
り
、

県
の
維
持
管
理
計
画
書
は
策
定
か
ら
二
十
年
、
土
地
改
良
区
の

維
持
管
理
計
画
書
は
認
可
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
受
益
地
や
管

理
施
設
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
維

持
管
理
計
画
書
の
変
更
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特

に
も
県
の
維
持
管
理
計
画
書
は
、
受
益
面
積
の
減
少
が
10
％
を

越
え
る
た
め
、
受
益
者
か
ら
の
同
意
徴
集
が
必
要
で
あ
り
、
総

代
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
三
点
目
は
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
管
理
者
を
設
置
す

る
規
約
の
変
更
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
四
点
目
は
平
成
二
十
八
年
度
の
補
正
予
算
で
ご
ざ
い
ま

す
。
立
木
処
分
代
金
の
増
額
、
県
営
鹿
妻
新
堰
・
太
田
堰
の
事

業
費
確
定
、
維
持
管
理
事
業
費
の
精
査
、
維
持
管
理
計
画
書
同

意
取
得
経
費
及
び
事
務
費
の
精
査
な
ど
に
よ
る
決
算
に
向
け
て

の
補
正
で
あ
り
ま
す
。

　

第
五
点
目
は
平
成
二
十
九
年
度
の
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
。
賦

課
金
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
共
に
平
成
二
十
八
年
度
と
同

額
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
県
営
太
田
堰
地
区
の
事
業
費
増
額
、
維
持
管

理
計
画
書
変
更
同
意
取
得
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
が

昨
年
度
並
み
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
維
持
管
理
地
区
の
予
備
費
計
上
額
を
見
直

し
、
維
持
管
理
費
を
管
理
す
る
維
持
管
理
地
区
積
立
金
会
計
を

新
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
営
事
業
調
査
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
東
北
農
政
局
北

上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
国
営
施
設
の
機
能

診
断
調
査
が
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
事
業
計
画
書
の
補
完
整
備
な
ど
の
調
査
が
行

理
事
長　

髙
　
橋
　
　
　
隆

第
六
十
七
回 

通
常
総
代
会
挨
拶
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議長　米倉彰一郎総代

藤田真吾　北上土地改良
調査管理事務所次長

伊藤啓治　農村整備室長高橋昌造　矢巾町長

来 　　賓 

採決の様子

③
 

◆ 

議
案 

◆

  

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
午
後
一時
三
十
分
よ
り
本
土
地
改
良
区
大
会
議
室
に
お
い
て
第
六
十
七
回
通

常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

総
代
会
は
総
代
現
員
数
六
十
四
名
中
、
六
十
一名
の
出
席
を
得
て
、
来
賓
に
農
林
水
産
省
東
北
農
政

局
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
次
長 

藤
田
真
吾
様
、
岩
手
県
盛
岡
広
域
振
興
局
農
政
部
農
村

整
備
室
室
長 

伊
藤
啓
治
様
、
矢
巾
町
長 

高
橋
昌
造
様
を
迎
え
て
開
催
し
、
髙
橋
隆
理
事
長
挨
拶
、

土
地
改
良
区
功
績
者
表
彰
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
議
長
に
米
倉
彰
一郎
総
代
（
矢
巾
町
徳
田
地
区
）
を
選

出
し
、
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実
施
に
つい
て
等
合
わ
せ
て
提
出
議
案
三
十
二
案
件
に
つい
て
審
議

が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第67回通常総代会開催
国営施設応急対策事業の実施など全32案件可決

議
案
第
１
号　

国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

国
営
盛
岡
南
部
土
地
改
良
事
業
着
工
要
望
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

県
営
鹿
妻
穴
堰
地
区
土
地
改
良
事
業
計
画
（
維
持
管

理
）
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
維
持
管
理
計
画
書
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
５
号　

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
第
３
次
補
正
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
土
地
改
良
事
業
維
持
管
理
地

区
収
入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
県
営
土
地
改
良
事
業
償
還
地

区
収
入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
県
営
徳
田
第
二
地
区
土
地
改

良
事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
県
営
下
矢
次
地
区
土
地
改
良

事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
収

入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
農
地
転
用
等
決
済
金
収
入
支

出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
積
立
金
収
入

支
出
第
３
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
維
持
管
理
補
償
費
積
立
金
収

入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

平
成
28
年
度
特
別
会
計
県
営
事
業
費
償
還
準
備
積
立

金
収
入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
の
加
入
に
つ

い
て

議
案
第
18
号　

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

決
済
金
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

議
案
第
21
号　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
22
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
土
地
改
良
事
業
維
持
管
理
地

区
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
23
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
県
営
土
地
改
良
事
業
償
還
地

区
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
24
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
収

入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
25
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
農
地
転
用
等
決
済
金
収
入
支

出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
26
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
職
員
退
職
死
亡
給
与
基
金
収

入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
27
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
積
立
金
収
入

支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
28
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
維
持
管
理
補
償
費
積
立
金
収

入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
29
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
県
営
事
業
費
償
還
準
備
積
立

金
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
30
号　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
維
持
管
理
地
区
積
立
金
収
入

支
出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
31
号　

平
成
29
年
度
金
銭
及
び
財
政
調
整
基
金
積
立
金
等
の

預
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

議
案
第
32
号　

一
時
借
入
金
に
つ
い
て

土
地
改
良
区

功
績
者
表
彰

表彰の様子

昭
和
50
年
４
月
１
日
採
用

　
　
　
　

 
（
勤
続
年
数
42
年
）

　

総
務
課
長

　

藤　

村　

義　

光
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支　出
3億1,230万円

支　出
3億1,230万円

支　出
3億1,230万円

支　出
3億1,230万円

事務費
34.2％
事務費
34.2％

維持管理事業費
22.8％

維持管理事業費
22.8％

土地改良事業費
3.0％

土地改良事業費
3.0％財産費

1.9％
財産費
1.9％

組合費徴収対策費
 1.5％

組合費徴収対策費
 1.5％

借入償還金
 1.9％
借入償還金
 1.9％

繰出金
12.7％
繰出金
12.7％

受託事業費
2.6％

受託事業費
2.6％

造林事業費
 1.1％
造林事業費
 1.1％

予備費
 1.3％
予備費
 1.3％

負担金等
17.0％
負担金等
17.0％

④

平成29年度予算のあらまし

■ 一　般　会　計
項　目 予 算 額 主 な 内 容

組 合 費 1億6,250万円 組合員からの賦課金

財 産 収 入 等 2,374万円

水路敷地の使用料や、家屋･事
業所からの排水補償など

財 産 収 入 20万円

使 用 料 2,168万円

雑 収 入 等 186万円

補 助 金 等 4,549万円

各種土地改良事業に対する国
や県などの負担分

補 助 金 1,123万円

交 付 金 1,464万円

負 担 金 1,962万円

借 入 金 1,994万円
今年度実施の県営かんがい排水
事業工事費のうち地元負担分の
借入金

繰 入 金 4,360万円 積立金からの取り崩し分

受 託 料 803万円
国や県などから委託された施
設の管理や各種調査業務受託
料

繰 越 金 　900万円 前年度の繰越金

計 3億1,230万円

●収入

●支出

※① 内訳

会　計　名 予　算　額 内　　　容

維 持 管 理 地 区 ※①　3,029万円 地区別のポンプ場などの維持管理会計
（事業費償還完了地区 全9地区）

県 営 償 還 地 区 ※②　4,096万円 事業費借入金の償還会計
（事業費償還中地区 全3地区）

西 部 地 区 4,496万円 西部揚水機及び西部用水路の維持管理会計

農 地 転 用 等 決 済 金 4億4,430万円 農地（受益地）面積の減少に対し、維持管理
費の財源を一定にするための基金会計

職 員 退 職 死 亡 給 与 基 金 7,760万円 職員退職金の備えとしての基金会計

財 政 調 整 基 金 積 立 金 3億3,659万円 急激な収入の落ち込みや災害等緊急的な支出
などに備える基金会計

維 持 管 理 補 償 費 積 立 金 5,234万円
組合員以外で水路に排水した者から得た維持
管理補償費を、計画的に土地改良施設の維持
管理に充てる基金会計

県営事業費償還準備積立金 2,513万円 県営かんがい排水事業実施に伴う農家の工事
費負担金を軽減するための基金会計

維 持 管 理 地 区 積 立 金 2,812万円 維持管理地区の整備補修などに備える基金会計

計 10億8,029万円

■ 各特別会計
地　　区　　名 予　算　額

団 体 営 不 動 地 区 208万円
団 体 営 和 味 地 区 98万円
県営煙山第一地区 365万円
県営煙山第三地区 423万円
県 営 不 動 地 区 528万円
県営南伝法寺地区 403万円
県営矢巾太田地区 166万円
県営紫波中央地区 379万円
県営東部徳田地区 459万円

計 3,029万円

※② 内訳
地　　区　　名 予　算　額

県営太田西部地区 1,047万円
県営煙山西部地区 769万円
県営盛岡西部地区 2,280万円

計 4,096万円

項　目 予 算 額 主 な 内 容
事　 務　 費 1億692万円 土地改良区の運営費

維持管理事業費 7,108万円 水路施設などの維持補修費

土地改良事業費 945万円 各種土地改良事業費

財　 産　 費 　589万円 一般財産の管理費用など

組合費徴収対策費 463万円 賦課金の前納報奨金など

借 入 償 還 金 587万円
土地改良事業工事費の借入金
の返済分

繰　 出　 金 3,962万円 各種基金積立金など

受 託 事 業 費 803万円
国や県などから委託された施
設の管理や各種調査業務費用

造 林 事 業 費 358万円 水源涵養林の管理･保育費用

負 担 金 等 5,323万円

今年度実施の県営かんがい排
水事業工事費のうち地元負担
分など

負 担 金 3,031万円
拠 出 金 338万円
諸 支 出 金 1,926万円
補助金･補償費 18万円
過年度支出金 10万円

予 備 費 400万円
計 3億1,230万円

収　入
3億1,230万円
収　入

3億1,230万円 組合費
52.0％
組合費
52.0％

補助金等
14.6％
補助金等
14.6％

借入金6.4％借入金6.4％

財産収入等
7.6％

財産収入等
7.6％

繰入金
14.0％
繰入金
14.0％

受託料2.5％受託料2.5％

繰越金2.9％繰越金2.9％

収　入
3億1,230万円
収　入

3億1,230万円
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国営施設応急対策事業（耐震対策一体型）盛岡南部地区

⑤

　国営土地改良事業により造成された当土地改良区の主要施設は、築造後、古いもので50年近く経過しており、
経年劣化による機能低下などにより農業用水の安定供給に支障をきたしています。
　本事業では、突発事故等不測の事態に対する応急対策及び既存施設の機能保全のための整備に併せて、施設の
耐震化整備を一体的に行い、農業用水の安定供給と農業生産性の維持・向上を図るものです。

○内容
　①応急対策
　　突発事故等不測の事態に対し、対策を実施
　②原因究明等調査
　�　�事故要因の原因究明、長寿命化計画のとりま
とめ、対策事業の計画策定

　③対策事業
　�　�原因究明等調査の結果に基づき、施設の機能
の保全を行うための整備を実施

○末端支配面積：500ha以上

【整備対象施設】
　�鹿妻穴堰頭首工（改修、耐震化対策）
　西部揚水機場（改修、吐水槽耐震化対策）
　鹿妻本堰、鹿妻本堰用水路、幹線用水路（改修）、西部用水路（改修、耐震化対策）
　水管理施設（改修）　一式
【事業実施期間】平成30年度～平成37年度（予定）
【概算総事業費】40億円（うち耐震対策一体型�2.1億円）
【負担割合】
　国営施設応急対策事業：国66.6％、県22.3％、市町9.0％、農家2.1％
　耐震対策一体型事業：国66.6％、県30.0％、市町3.4％
　※農家負担は積立金を充用する予定です。実質農家負担はありません。

長寿命化計画に基づき、施設の機能を保全するための整備と耐震化に必要な対策を一体的に実施。

目的

突発事故・長寿命化対策と耐震対策を一体的に実施

突発事故・長寿命化対策

事業概要

事業内容

国営耐震対策一体型かんがい排水事業 

○我が国の農業生産を支える大規模な農業水利施設のうち、地震により損壊した場合に二次被害
を及ぼすおそれのある施設については、早急に耐震対策を講ずることが求められているところ。 

○これら施設の耐震化整備については、国営かんがい排水事業と国営総合農地防災事業により対
応してきたが、両事業については、農業水利施設の整備を行う点では共通しているものの、現
行制度では事業目的や末端支配面積の要件を異にしており、同一の地域において両事業の目的
を同時に達成しようとする場合には、別々の事業計画の策定や予算管理が必要となり、事業を
効率的に執行できないことが課題。

背  景 

老朽化対策と耐震対策の実施を 
一体的に行う必要 

かんがい排水事業による農業水利システムの更新に併せ、防災上重要な施設で
あって、必要な耐震性を有していない施設に対する耐震化整備を一体的に実施。 

老朽化･機能向上対策と耐震対策を一体的に実施 

橋梁 

トンネル 

鉄道 

（老朽化） 

（老朽化） 
〈耐震化〉 

〈耐震化〉 

道路 

末端500ha以上 

末端300ha以上 

住宅密集区間 
〈耐震化〉 

〈耐震化〉 

鉄道横断部 

（既設利用） 

○内容
以下のいずれかに該当する施設の耐震化整備
ア 人命・財産等への影響が大きい施設
イ 避難・救護活動への影響が大きい施設
ウ 地域の経済活動や生活機能への影響が大きい施設

（国営総合農地防災事業に同じ）

○末端支配面積：３00ha以上

耐震対策 

○内容
農業用用排水施設の新設又は変更（老朽化対策や

機能向上対策等） 

○末端支配面積：500ha以上

老朽化･機能向上対策 

事業内容 

国営かんがい排水事業 
国営施設機能保全事業 に同じ 
国営施設応急対策事業 

○内容
　以下のいずれかに該当する施設の耐震化整備
　①人命・財産等への影響が大きい施設
　②避難・救護活動への影響が大きい施設
　③�地域の経済活動や生活機能への影響が大きい
施設

○末端支配面積：300ha以上

耐震対策

平成30年度採択予定

（イメージ図）
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平成28年度 土地改良事業の実施状況
⑥

【基幹水利施設】

　この度の県営基幹水利施設維持管理事業鹿妻穴堰地区維持管理計画書の変更については、組合員の皆様のご理解
とご協力により順調に手続きが進められております。現在、県において法手続中であり、本年８月頃に計画確定と
なる予定です。

鹿
妻
新
堰
の
改
修
状
況

北
郡
山
堰
の
改
修
状
況

完成

完成

着工前

着工前

集落基盤整備事業 鹿妻新堰地区・太田堰地区

農村災害対策事業 徳田南地区

　集落基盤整備事業により改修している鹿妻新堰・太田堰地区について、鹿妻新堰地区は改修を予定して
いた5,097m全線が完了し、残すは補完工事のみとなります。
　また太田堰地区は、約半分の3,879mが完成しています。

　徳田南地区の北群山堰は、工事着手しました。平成28年度は下流から168mの改修をしており、平成30
年度完了予定です。

鹿妻穴堰頭首工

幹線用水路

鹿妻本堰

西部揚水機場

維持管理計画書の変更
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　当土地改良区では、土地改良区の役割を農家以外の方にもご理解していただくため、土地改良区や土地改良
施設の施設見学を行っています。
　鹿妻穴堰頭首工等をご覧になりたい方は、土地改良区までお問い合わせください。
　また今年も秋には、矢巾町秋まつりへの出展、土地改良施設を利用した生き物調査を予定しております。

　平成16年度からアドプト協定に基づき活動してまいりました協働奉仕活動も14年目を迎えました。
　最初は７団体と協定を取り交わして活動してまいりましたが、現在は約３倍の19団体まで増えております。今
後とも土地改良施設の清掃、緑化作業を実施して頂ける団体を広く募っております。興味がある団体は、土地改
良区までお問い合わせください。

活動施設と活動団体

土地改良区管内アドプト活動

⑦

21 世 紀 土 地 改 良 区 創 造 運 動

頭首工見学

桜の枝打

用水管理センター見学

水辺公園花壇の植栽

矢巾町秋まつり

水路の清掃

活動施設 活動団体

鹿妻穴堰頭首工周辺
水辺公園

盛岡市立太田小学校

盛岡広域森林組合

㈱山與

㈱上の島

㈱司組

文化企業㈱

盛岡市立太田小学校PTA

樋下建設㈱

鹿妻本堰 柴田工業㈱

鹿妻本堰排水路
田中さくら会

下赤林水路保護組合

活動施設 活動団体

幹線用水路
桜屋コミュニティ

㈲三和物産

鹿妻新堰

盛岡市立太田小学校

盛岡市立太田幼稚園

盛岡市立太田小学校PTA

昭栄建設㈱

鴨助堰 永井地区まちづくりの会

高屋敷堰 寺前線・高屋敷堰の環境を守る会

鹿妻本堰用水路
丸三建設㈱

㈲山本建設

8施設 計19団体
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取 水 計 画
15.049
10.501
4.000
0.253
0.222
0.269
0.263
0.041
0.320

5/01 ～ 5/15
5/16 ～ 9/05
9/06 ～ 4/30
4/10 ～ 5/20
5/21 ～ 5/24
5/25 ～ 5/31
6/01 ～ 8/20
8/21 ～ 9/30
5/01 ～ 9/10

鹿妻穴堰頭首工
（ 鹿 妻 本 堰 ）

大 欠 堰 掛

煙 山 ダ ム 掛

水　系　名 期　　　間 取水量（m3/s）

656-4488 631-1371
事業地区管理人・組合長

高　橋　正　春
697－3853

080-1830-3713

水 管 理 組 織

（水利権） 平成29年度

中　村　久太郎
上飯岡地区

瀬　川　与　一
南昌地区

638－4673

浅　沼　吉二郎
湯沢地区

638－3065

三　上　由　人
羽場地区

638－8234

659－1724

中　野　誠　雄
広宮沢地区

697－5067

697－5848
室　岡　義　人
和味地区

697－5031
山　本　正　治
煙山地区

盛岡西部地区畑地灌漑
管理組合長

697－4428

東　徳　田　工　区

697－4328
菊　池　治　郎

新　山　野　工　区

697－3801

土 　 橋 　 工 　 区
戸　塚　隆　男

煙山西部地区管理人
高　橋　和　司
697－4541

太田川ゲート管理人

672－4409

水　本　信　市

戸　塚　康　弘

697－4597

673－6463
菅　原　公　夫

宮手川ゲート管理人

水　本　幸　夫

佐々木　政　信
676－2546

672－4417

第1号・第2号堰上ゲート

鹿妻本堰水系ゲート管理人

635－5701

638－1606

638－6644

697－5363

高　橋　慶　治
697－4658

長　澤　隆　二

幹線用水路揚水機場及び取水工管理人

697－2057

廣　田　勇　美
697－4061

沼　田　松　雄

697－3668

中　村　憲　吉
697－5515

小笠原　健　一
697－6298

高　橋　節　郎

菊　池　隆　志

矢巾太田地区取水工
菅　原　安　一

長谷川　與　澄
676－3558

697－3574

673－6029

697－3094

697－4489

697－5834
高　橋　　　泉

090－8929－0982

川　村　庄一郎
697－4441

菅　原　三　男
西郷地区第１取水工

西郷地区第２取水工

697－4328

697－3778

697－7010

697－2314

697－2717
細　川　昌　信

岩崎川ゲート管理人

山　崎　健次郎
清水野・城内分水ゲート

080－5573－3159

佐　藤　　　登
659－0774

鹿妻穴堰頭首工周辺
水辺公園施設管理人

水は限られた資源です。
掛け流しなどの無駄な使用はお控えいただくとと
もに、用水の目的外使用はやめてください。
特にも西部地域ではポンプアップにより用水を流
しているため電気料がかかっております。用水を
目的外使用されると電気料がかさみ、その結果賦
課金を引き上げなければならなくなります。

農業用水の目的外使用
やめよう！

　水路やため池は大変危険なところです。用排水
路には大量の水が流れますので、ふだんから水路

やため池のそばで子供を遊
ばせないよう注意したり、
危険だなと思ったら声をか
けていただくなどご協力お
願いします。

　水路へのゴミ不法投棄は、重大な違法行為です。
水路のゴミは下流への通水の妨げとなり、これを

撤去及び処理する費用はみ
なさんの大切な賦課金が使
われます。絶対にゴミを捨
てさせないようご協力お願
いします。

水路へのゴミ不法投棄水路へのゴミ不法投棄
やめよう！やめさせよう！やめよう！やめさせよう！
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平成29年度　鹿妻穴堰土地改良区機構図

現員数64名
定数67名

総務課
課　　　長 星　川　政　則

事 務 局 長 山　本　定　則

課　　　長 中　村　浩　之

　〃　 主事 津　嶋　明　香
事業課第一係長 山　本　陽　一

事業課第二係長
　〃　 主事
　〃　 嘱託

越　場　紀　寿
加　賀　政　志
渋　田　健　司

経 理 係 長
 〃  主事補
 〃  主事補

藤　戸　　　潤
浅　沼　亮　平
松　森　志　穂

出納、賦課徴収、組合員資格得喪、
農地転用、農地情報図面、その他
経理に関すること

総代会、理事・監事会、定款規約
等の制定改廃、造林事業、電算シ
ステム、その他庶務全般に関する
こと

土地改良施設の維持管理、用排水
調整、その他事業に関すること

国県営土地改良事業の促進、換地
事務、その他事業に関すること

事業課

・総務委員会
・事業委員会
・水利委員会
・水源涵養管理委員会
・評価委員会

理 事 長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

総括監事

監　　事

監　　事

髙　橋　　　隆

浅　沼　駒　三（総務委員長、評価担当）

田　上　常　吉（事業委員長）

藤　原　善　一（水利委員長）

藤　原　弘　也（水源涵養管理委員長）

長谷川　與　悦（評価委員長､総務担当）

長　沼　輝　美（事業担当）

熊　谷　芳　明（総務(会計)､評価担当）

藤　澤　喜一郎（水源涵養管理担当）

宮　野　勇　夫（水利担当）

下河原　正　夫

菅　原　秀　悦

猿　舘　宣　明

役  　員

総 務 係 長
 〃  主 事
 〃  主 事

星　川　　　聡
川　越　光太郎
伊　藤　佳　奈
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組合員の変更

◎農地の移動
　（売買・賃貸借・交換等）
◎農業者年金等による経営移譲
◎贈与または相続による名義
　変更
◎住所の変更
◎振替口座等の変更

農地の転用 土地改良施設等の使用
◎雨水排水や合併浄化槽処理
　水の放流
◎土地改良施設用地を出入口
　等に他目的使用
※土地改良施設等の使用の際は土地
改良区の規定により使用料を納付
していただくこととなります。

◎田んぼを宅地等に転用
　（畑（４号地）地域も同様）
◎公共用地（道路等）買収に
　よる転用
◎盛南開発等土地区画整理
　事業による転用
※農地転用の際は土地改良区の
規定により、転用土地に対し
決済金を納付していただくこ
ととなります。

こんな時は必ず届け出をお願いします。

上記の手続き方法等については、当土地改良区まで問い合わせ下さい。
ＴＥＬ０１９－６５６－４４８８　ＦＡＸ０１９－６３５－４６６４

本年度賦課金納期限は上記のとおりです。納期限から1ヶ月を過ぎると年7.3％の延滞金が加算され、
納入が遅れるほど延滞金額が多くなり余計な出費となりますので、早めの納入をお願いします。

○賦課金の納入は、便利な口座振替をご利用ください。なお、「口座振替届出書」は岩手中央農協窓口
　にございますので、印鑑（届出印）・口座番号を確認のうえ届出願います。
○口座振替にすると次の利点があります。
　　①賦課金納入のために土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
　　②納入忘れが防げます。
○口座振替の手続きには時間がかかりますので、申込みは早めにお願いします。
○すでに口座振替をご利用の方は、納期前に必ず残高の確認をお願いします。

賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！
第１期納期限：平成２9年５月１0日　　第２期納期限：平成２9年１2月11日

賦課金の納入は便利な口座振替で !
口座振替で納入頂いた場合の領収書は、土地改良区から直接郵送します。

「賦課金納期前納付報奨金」交付のお知らせ
当土地改良区ではその年の賦課金を第１期納期内に第２期賦課金も合わせて納付いただ
くと、第２期賦課金額の４％を報奨金として交付しております。（※1）ぜひご活用ください。

●第１期納期までに全額納めた場合
　　年間賦課金　　　３７，０００円
　　報　奨　金　　  　  －７４０円
　　年間実質負担額　３６，２６０円

●納期別に分けて納めた場合
　　第１期賦課金　　１８，５００円
　　第２期賦課金　　１８，５００円
　　年間実質負担額　３７，０００円

○例えば賦課面積１ヘクタールの場合
賦課金を期別で
納めていただくより
７４０円（※2）

お得になります！

※1  実際の納付ではこの報奨金を差し引いた額を納付していただきます。　※２ 平成29年度一般会計1号地の賦課単価での試算です。

⑩


